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●
主
な
内
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星ケ山公園

「さつきの郷」
開催期間：平成28年５月28日㈯～６月12日㈰
（写真は昨年の様子です）



　

一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
私
は
、
議
員
の
皆
様

方
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
湯

河
原
町
議
会
議
長
の
要
職
を
賜
り

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

改
め
て
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
微
力
な

が
ら
最
善
を
尽
く
し
て
、
職
務
遂

行
に
ま
い
進
す
べ
く
、
心
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

現
在
の
地
方
自
治
に
は
、
行
政

と
議
会
が
切
磋
琢
磨
し
て
、
自
立

し
た
自
治
体
経
営
と
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
は
、
行
政
の
監
視
機

能
は
も
と
よ
り
、
政
策
立
案
機
能

の
充
実
に
向
け
て
、
先
進
的
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

今
後
は
、
議
会
の
最
高
規
範
で

あ
り
ま
す
議
会
基
本
条
例
の
理
念

に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
様
方
の
声

を
し
っ
か
り
と
行
政
に
届
け
、
町

民
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
湯
河
原

町
議
会
の
実
現
に
向
け
て
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
全
力
を
傾
け
て

取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
円
滑
な
議
事
運
営

に
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
議
員
皆
様
方

の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、

湯
河
原
町
議
会
副
議
長
の
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
原

田　
洋
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま

す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
後
、
人
口
減
少
問
題
に

立
ち
向
か
い
、
湯
河
原
町
が

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
民
の
代
表
機
関

と
し
て
の
自
治
体
の
最
終
意

思
決
定
を
あ
ず
か
る
議
会
の

役
割
と
責
任
は
、
ま
す
ま
す

重
く
な
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
、
土
屋
議
長
を
支

え
、
先
輩
・
同
僚
議
員
の
皆

様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
湯
河
原
町
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
く
、
公
正
、

か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
さ
ら

な
る
町
の
発
展
の
た
め
に
、

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

誠
に
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
副
議
長
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

第
41
代
議
長

　
　
土
　
屋
　
誠
　
一

議
長
就
任
挨
拶

  

第
36
代
副
議
長

　
　
原
　
田
　
　
　
洋

副
議
長
就
任
挨
拶
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平
成
28
年
第
２
回
湯
河
原
町
議
会
４

月
臨
時
会
は
、
４
月
４
日
か
ら
４
月
６

日
ま
で
の
３
日
間
（
本
会
議
開
催
２
日

間
）
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
補
正
予
算
、
人

事
な
ど
の
議
案
13
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、

正
副
議
長
選
挙
と
常
任
・
特
別
委
員
会

等
の
委
員
の
選
任
を
行
い
、
委
員
会
構

成
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
か
ら
選
出
す
る
湯
河
原

町
監
査
委
員
に
露
木
寿
雄
議
員
を
選
出

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
（
４
月

６
日
就
任
）

　

ま
た
、
湯
河
原
町
・
真
鶴
町
衛
生
組

合
議
会
議
員
と
し
て
、
佐
藤　

恵
、
露

木
寿
雄
、
室
伏
重
孝
、
原
田　

洋
、
松

野　

満
、
土
屋
誠
一
議
員
の
６
人
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

４
月
臨
時
会

（
４
／
４
〜
６
）

委員会構成が変わりました
（平成28年４月６日現在）

◎委員長　○副委員長

議会運営委員会
◎室伏　重孝　○室伏寿美夫
　佐藤　　恵　　山本　俊明　　村瀬　公大
　露木　寿雄　　原田　　洋

総務文教・福祉常任委員会
◎佐藤　　恵　○露木　寿雄
　並木まり子　　石倉　幸久　　室伏寿美夫
　石井　　温　　土屋　誠一

環境・観光産業常任委員会
◎村瀬　公大　○善本　真人
　松井　一寿　　山本　俊明　　室伏　重孝
　原田　　洋　　松野　　満

広域行政特別委員会
◎山本　俊明　○松野　　満
　石倉　幸久　　善本　真人　　室伏寿美夫
　石井　　温　　室伏　重孝

議会だより編集委員会
◎村瀬　公大　○佐藤　　恵
　並木まり子　　松井　一寿　　石倉　幸久
　石井　　温

町税等徴収対策強化特別委員会
◎善本　真人　○村瀬　公大
　並木まり子　　松井　一寿　　佐藤　　恵
　石井　　温　　露木　寿雄

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家は有権者に寄附を贈らない！

議会運営委員会

総務文教・福祉常任委員会

環境・観光産業常任委員会



Ｑ「ともに支えあい笑顔で暮らせる
　　　　　まちづくり」の施策について

　
平
成
28
年
度
の
各
会
計
予

算
の
審
査
は
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及

び
公
営
企
業
会
計
予
算
は
、

歳
入
・
歳
出
の
内
容
や
事
業

の
目
的
と
そ
の
効
果
等
に
つ

い
て
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま

し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
る
慎
重

な
審
査
の
結
果
、
す
べ
て

の
会
計
の
予
算
は
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

（
委
員
長
）
山
本　
俊
明

（
副
委
員
長
）
善
本　
真
人

（
委　
　
員
）
村
瀬　
公
大

　
　
　
　
　

 

石
井　
　
温

　
　
　
　
　

 

露
木　
寿
雄

　
　
　
　
　

 

室
伏
寿
美
夫

　
　
　
　
　

 

土
屋　
誠
一

善
本
真
人
議
員

　
国
な
ど
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
ひ

と
り
親
家
庭
等
の

子
育
て
支
援
を
充

実
さ
せ
る
よ
う
努

め
ま
す
。と
あ
り

ま
す
が
、母
子
家

庭
と
な
り
実
家
に

帰
っ
た
場
合
、祖

父
母
も
余
裕
が
無

く
自
分
の
生
活
で
手
一
杯
で

あ
っ
て
も
、祖
父
母
の
収
入

に
よ
り
、児
童
扶
養
手
当
が

貰
え
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
た
め
、実
家
に
帰
れ
ず
苦

し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

方
へ
の
支
援
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、如
何
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
　
本
町
で
は
、ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
事
業
を
実
施

し
、窓
口
で
支
払
う
保
険
診
療

の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
て

い
る
ほ
か
、保
育
園
・
幼
稚
園

の
保
育
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
、
年
収

3
6
0
万
円
未
満
の
ひ
と
り

親
世
帯
等
へ
の
優
遇
措
置
を

拡
充
し
、保
育
料
の
負
担
軽
減

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、町
営
住
宅
の
入
居

に
際
し
て
、優
先
入
居
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、J
R
通

勤
定
期
券
を
購
入
す
る
場

合
、特
定
者
資
格
証
明
書
、

特
定
者
用
定
期
乗
車
券
購
入

証
明
書
の
発
行
事
務
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

室
伏
寿
美
夫
議
員

　

観
光
情
報
発

信
に
つ
い
て
、利

用
者
の
増
加
・
利

便
性
の
向
上
の
た

め
に
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
、ど
の
よ

う
に
改
善
を
図
っ

て
い
く
の
か
。ま

た
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
の

情
報
発
信
や
湯

河
原
独
自
の
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
も
含
む
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的
な
誘

致・働
き
か
け
に
つ
い
て
。

Ａ
　

今
後
は
街
歩
き
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

町
内
外
に
向
け
て
の
情
報

発
信
や
無
料W

i－
F
i

ス
ポ
ッ
ト
の
拠
点
を
増
や

し
て
い
く
な
ど
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
ア
ク

セ
ス
数
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数

の
状
況
を
収
集
し
、
本
町
の

観
光
戦
略
の
材
料
と
し
て
活

用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
日
本
人
は
も
と
よ
り
、
外

国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
て
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
観
光
協
会
、
旅
館
協
同
組

合
、
商
工
会
及
び
町
職
員
で

構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
情
報
発
信
推
進
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
組
織
を
活
用
し
、

S
N
S
や
動
画
配
信
サ
イ
ト

で
の
情
報
発
信
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
も
含
む
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
・
働
き
か

け
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熱
海

市
の
ロ
ケ
支
援
事
業
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
町
で
こ
の
手

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
人
材
を
確
保
す
る
課

題
等
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
観
光
地
再
生
」
の
一
つ
の

成
功
事
例
と
し
て
、
参
考
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
設

置
し
た
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
、
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
み
へ
の
助
言

や
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、

観
光
立
町
推
進
会
議
で
の
意

見
も
踏
ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
や
働
き
か

け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

２
月
26
日・２
月
29
日
開
催

代
表
質
問

３
月
定
例
会

　
平
成
28
年
第
１
回
湯
河
原
町
議
会
３
月
定
例
会
は
、２

月
15
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
の
17
日
間（
本
会
議
開
催
４
日

間
）に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、平
成
28
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、

条
例
、補
正
予
算
、不
動
産
の
処
分（
湯
河
原
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
土
地
を
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）に
売
却
す
る
も
の
で
す
。（
売
却
金
額
８
億
９
，

３
２
８
万
９
，０
０
０
円
））な
ど
議
案
32
件
と
議
員
提
出
議

案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

公
　
明
　
党

施
政
方
針
に
対
す
る

各
会
派
の
代
表
質
問

※
代
表
質
問
と
は
…

　
平
成
28
年
度
施
政
方
針
に
つ
い

て
、各
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を

す
る
も
の
で
す
。

　
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、代
表
質

問
の一部
の
み
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

特
別
会
計

一 般 会 計

国民健康保険事業

下 水 道 事 業

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

後期高齢者医療

水 道 事 業

温 泉 事 業

　 合 　 　 　 計 　

会　 計　 名
平成28年度

(A)

平成27年度

(B)

比　　較

企
業
会
計

増減額

(A)－(B)
前年度比

(A)／(B)％

平成28年度会計別予算額

101.01

98.26

112.67

99.66

108.70

110.41

99.88

78.50

100.83

8,800万円

△8,400万円

1億9,300万円

△800万円

120万円

3,800万円

△100万円

△6,900万円

1億5,820万円

87億3,300万円

48億2,800万円

15億2,300万円

23億5,600万円

1,380万円

3億6,500万円

8億6,600万円

3億2,100万円

190億580万円

88億2,100万円

47億4,400万円

17億1,600万円

23億4,800万円

1,500万円

4億300万円

8億6,500万円

2億5,200万円

191億6,400万円

介 

護

（備考） 企業会計は、収益的支出と資本的支出の合算額を予算規模として表示しています。
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Ｑ「四季彩と暮らしが調和した
　　　安全・安心のまちづくり」の施策について

Ｑ「魅力と活力にあふれるにぎわいの
　　　あるまちづくり」の施策について

Ｑ「四季彩と暮らしが調和した
　　　安全・安心のまちづくり」の施策について

露
木
寿
雄
議
員

①
津
波
避
難
タ

ワ
ー
と
し
て
、第

５
分
団
詰
所
の
整

備
を
行
う
と
の
こ

と
で
す
が
、こ
れ

以
外
の
津
波
避

難
タ
ワ
ー
の
整
備

予
定
及
び
現
在

１１
か
所
あ
る
津

波
避
難
ビ
ル
の
数

を
増
や
し
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
。

②
土
地
利
用
で

は
、駅
前
広
場
整

備
事
業
を
引
き

続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
、湯
元

通
り
街
な
み
環
境
整
備
工
事

に
着
手
し
、新
た
な
観
光
資

源
を
発
掘
す
る
と
あ
り
ま
す

が
、そ
の
他
の
構
想
が
あ
れ

ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ①平成
27
年
２
月
に
県
の

「
津
波
浸
水
予
測
図
」
が

更
新
さ
れ
、
町
で
は
、
沿

岸
の
吉
浜
区
、
福
浦
区
、
門

川
区
、
中
央
区
の
４
地
区
に
、

新
た
な
津
波
浸
水
想
定
に
対

す
る
説
明
会
を
実
施
し
、
新

た
な
避
難
ビ
ル
や
避
難
方
法

等
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
、
津

波
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
津

波
避
難
ビ
ル
や
避
難
経
路
の

検
証
を
行
い
、
適
宜
、
津
波

避
難
ビ
ル
等
の
指
定
を
増
や

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

②
湯
河
原
駅
周
辺
地
区
に
お

き
ま
し
て
、
ま
ち
な
か
観
光

の
促
進
を
図
る
た
め
、
平
成

25
年
10
月
１
日
に
湯
河
原
町

観
光
地
区
建
築
条
例
を
改
正

し
、
新
た
に
第
３
種
観
光
地

区
の
指
定
を
行
い
、
体
験
・

学
習
型
の
見
学
施
設
を
有
す

る
「
見
せ
る
工
場
」
の
立
地

を
計
画
的
に
誘
導
す
る
土
地

利
用
規
制
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
、
引
き
続
き

「
見
せ
る
工
場
」
の
立
地
を

適
正
に
誘
導
し
、
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
図

　

救
急
業
務
体

制
の
整
備
と
し
て

救
急
救
命
士
の

充
実
と
あ
り
ま

す
が
、24
時
間
営

業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に

A
E
D
の
設
置

を
提
案
し
て
い
ま

す
が
、今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ
　

現
在
、先
進
事

例
な
ど
の
実
態
調

査
を
行
い
、効
果

や
課
題
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。室

伏
寿
美
夫
議
員

　

観
光
情
報
発

信
に
つ
い
て
、利

用
者
の
増
加
・
利

便
性
の
向
上
の
た

め
に
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
、ど
の
よ

う
に
改
善
を
図
っ

て
い
く
の
か
。ま

た
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
の

情
報
発
信
や
湯

河
原
独
自
の
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
も
含
む
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的
な
誘

致・働
き
か
け
に
つ
い
て
。

Ａ
　

今
後
は
街
歩
き
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

町
内
外
に
向
け
て
の
情
報

発
信
や
無
料W

i－
F
i

ス
ポ
ッ
ト
の
拠
点
を
増
や

し
て
い
く
な
ど
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
ア
ク

セ
ス
数
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数

の
状
況
を
収
集
し
、
本
町
の

観
光
戦
略
の
材
料
と
し
て
活

用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
日
本
人
は
も
と
よ
り
、
外

国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
て
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
観
光
協
会
、
旅
館
協
同
組

合
、
商
工
会
及
び
町
職
員
で

構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
情
報
発
信
推
進
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
組
織
を
活
用
し
、

S
N
S
や
動
画
配
信
サ
イ
ト

で
の
情
報
発
信
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
も
含
む
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
・
働
き
か

け
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熱
海

市
の
ロ
ケ
支
援
事
業
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
町
で
こ
の
手

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
人
材
を
確
保
す
る
課

題
等
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
観
光
地
再
生
」
の
一
つ
の

成
功
事
例
と
し
て
、
参
考
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
設

置
し
た
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
、
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
み
へ
の
助
言

や
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、

観
光
立
町
推
進
会
議
で
の
意

見
も
踏
ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
や
働
き
か

け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

協
　
創
　
会

　

進
　
誠
　
会

　

ルールを守って明るい政治 3ない運動 有権者は政治家に寄附を求めない！



Ｑ 超高齢社会の本町での　　　　 認知症対策について

Ｑ 高齢者にやさしい　　　 まちづくりについて

石
井
　
温
議
員

　
団
塊
の
世
代
が

全
て
後
期
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
す

る
2
0
2
5
年
に

は
、医
療
や
介
護

の
需
要
が
ま
す
ま

す
増
加
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。国
の
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
で
は
、認
知
症
の
方
の
数
は

2
0
1
2
年
で
約
4
6
2
万

人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

約
７
人
に
１
人
と
さ
れ
、

2
0
2
5
年
に
は
そ
の
数
が

約
7
0
0
万
人
、高
齢
者
の

約
５
人
に
１
人
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
お
伺
い

し
ま
す
。

①
本
町
で
の
認
知
症
の
早
期

発
見・早
期
治
療
の
現
状
を
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

②
今
後
は
ど
の
よ
う
に
認
知

症
の
方
々
を
支
援
し
て
い
か

れ
る
の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

Ａ①「早
期
診
断
・
早
期
対
応

の
た
め
の
体
制
整
備
」
と
し

て
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
と
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
を
設
置
し
て
、
早
期

に
認
知
症
の
診
断
が
行
わ

れ
、
速
や
か
に
適
切
な
医

療
・
介
護
等
が
受
け
ら
れ
る

初
期
の
対
応
体
制
の
構
築
を

平
成
30
年
度
ま
で
に
行
う
予

定
で
す
。

②
認
知
症
の
社
会
的
関
心
が

佐
藤
　
恵
議
員

①
本
町
に
お
け
る

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
導
入

に
つ
い
て
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

②
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て

小
中
学
生
の
参
加

に
つ
い
て
お
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

Ａ①元気
な
高
齢
者
が
介
護
者

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
、
社
会
参
加
や
生
き

が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
介

護
施
設
な
ど
で
、
入
所
者
の

話
し
相
手
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
と
、
そ

の
活
動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト

が
つ
き
、
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ

た
商
品
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、
参
加
す
る
こ
と
で
ご

自
身
の
介
護
予
防
の
効
果
と

介
護
保
険
料
の
負
担
の
軽
減

が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

神
奈
川
県
内
で
は
８
市
２
町

が
実
施
し
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
が
介
護
保
険
事
業
の
一
次

予
防
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
法
が
改

正
さ
れ
、
現
行
の
地
域
支
援

事
業
の
介
護
予
防
事
業
が
、

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
と
し
て
再
編

さ
れ
、
在
宅
の
高
齢
者
が
望

む
、
介
護
保
険
事
業
の
対
象

高
ま
る
一
方
で
、
町
民
の
認

知
症
に
対
す
る
知
識
や
理
解

は
決
し
て
十
分
と
は
言
え

ず
、
症
状
が
重
篤
化
し
て
か

ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
本
人
や
家
族
が
小
さ
な

異
常
を
感
じ
た
と
き
に
、
速

や
か
に
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
、
認
知
症
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓

発
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
に
伴
う
役
場
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

室
伏
寿
美
夫
議
員

　

観
光
情
報
発

信
に
つ
い
て
、利

用
者
の
増
加
・
利

便
性
の
向
上
の
た

め
に
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
、ど
の
よ

う
に
改
善
を
図
っ

て
い
く
の
か
。ま

た
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
の

情
報
発
信
や
湯

河
原
独
自
の
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
も
含
む
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的
な
誘

致・働
き
か
け
に
つ
い
て
。

Ａ
　

今
後
は
街
歩
き
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

町
内
外
に
向
け
て
の
情
報

発
信
や
無
料W

i－
F
i

ス
ポ
ッ
ト
の
拠
点
を
増
や

し
て
い
く
な
ど
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
ア
ク

セ
ス
数
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数

の
状
況
を
収
集
し
、
本
町
の

観
光
戦
略
の
材
料
と
し
て
活

用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
日
本
人
は
も
と
よ
り
、
外

国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
て
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
観
光
協
会
、
旅
館
協
同
組

合
、
商
工
会
及
び
町
職
員
で

構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
情
報
発
信
推
進
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
組
織
を
活
用
し
、

S
N
S
や
動
画
配
信
サ
イ
ト

で
の
情
報
発
信
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
も
含
む
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
・
働
き
か

け
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熱
海

市
の
ロ
ケ
支
援
事
業
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
町
で
こ
の
手

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
人
材
を
確
保
す
る
課

題
等
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
観
光
地
再
生
」
の
一
つ
の

成
功
事
例
と
し
て
、
参
考
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
設

置
し
た
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
、
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
み
へ
の
助
言

や
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、

観
光
立
町
推
進
会
議
で
の
意

見
も
踏
ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
や
働
き
か

け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

に
な
ら
な
い
簡
易
な
生
活
支

援
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
町

に
お
け
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
元
気
な
高
齢
者
の
社
会

参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り
の

促
進
、
要
支
援
者
の
生
活
支

援
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割

を
踏
ま
え
、
既
存
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
考
え
方
を
尊
重
し

な
が
ら
今
後
さ
ら
に
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

②
体
験
学
習
と
な
り
ま
す
と

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど

と
の
照
ら
し
合
わ
せ
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
後
校
長
会

等
を
含
め
て
、
提
案
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
質
問

No.98 平成28年6月

熊本地震災害義援金
４月14日に発生した熊本地震で多大な被
害を被った方々を支援するため、被災され
た方やご家族の皆様に心からお見舞い申
し上げるとともに、被災された地域の平穏
な生活が一日でも早く訪れることを祈り、
全議員賛同のもと募った義援金14万円
を４月27日に熊本県に対し送金しました。



Ｑ 湯河原町民が低所得高負担に　　　　　 苦しんでいることについて
丸
山
孝
夫
議
員

　
私
は
町
民
の
負

担
を
少
し
で
も
軽

く
す
る
こ
と
が
、

活
気
あ
る
町
を
つ

く
る
う
え
で
極
め

て
重
要
で
あ
る
と

の
考
え
で
す
。国

民
健
康
保
険
の
均

等
割
と
平
等
割
を

軽
く
す
る
た
め
法

定
外
繰
入
れ
を
す

る
べ
き
で
す
。

　
町
が
都
市
計
画
税
の
徴
収

を
始
め
て
半
世
紀
以
上
で
す
。

町
民
が
大
変
な
負
担
を
し
て

き
ま
し
た
。真
鶴
町
や
箱
根
町

に
は
な
い
税
金
で
す
。負
担
し

て
き
た
町
民
に
お
礼
を
述
べ

て
、こ
れ
を
廃
止
す
べ
き
で
す
。

こ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
に
と
っ
て
重
要
で
す
。私
は

町
民
の
負
担
が
き
つ
い
と
感

じ
て
い
る
の
は
、私
が
町
長
の

時
は
消
費
税
は
３
％
で
し
た
。

そ
れ
が
５
％
に
な
り
、８
％
に

な
っ
て
、間
も
な
く
10
％
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。3・3

倍
で
す
。町
民
の
生
活
が
厳
し

く
な
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。

県
下
33
市
町
村
で
湯
河
原
町

民
１
人
当
た
り
の
所
得
は
30

番
目
で
す
。こ
の
よ
う
な
中
で

都
市
計
画
税
の
廃
止
は
当
然

だ
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す

か
。Ａ

　

法
定
外
繰
入
れ
に
つ
い

て
、
以
前
に
も
丸
山
議
員
か

ら
質
問
が
あ
り
、
他
市
町
の

国
保
会
計
へ
の
法
定
外
繰
入

れ
の
目
的
に
つ
い
て
無
責
任

に
想
像
で
お
答
え
す
る
こ
と

は
適
当
で
は
な
い
と
答
え
て

い
ま
す
。

　
都
市
計
画
税
の
減
税
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
事
業
を
は

じ
め
、
事
業
実
施
に
伴
う
地

方
債
の
償
還
を
行
っ
て
お

り
、
事
業
及
び
償
還
の
財
源

に
充
当
し
て
い
る
た
め
、
現

在
、
都
市
計
画
税
を
廃
止
す

る
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

室
伏
寿
美
夫
議
員

　

観
光
情
報
発

信
に
つ
い
て
、利

用
者
の
増
加
・
利

便
性
の
向
上
の
た

め
に
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
、ど
の
よ

う
に
改
善
を
図
っ

て
い
く
の
か
。ま

た
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
用
い
て
の

情
報
発
信
や
湯

河
原
独
自
の
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
も
含
む
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的
な
誘

致・働
き
か
け
に
つ
い
て
。

Ａ
　

今
後
は
街
歩
き
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

町
内
外
に
向
け
て
の
情
報

発
信
や
無
料W

i－
F
i

ス
ポ
ッ
ト
の
拠
点
を
増
や

し
て
い
く
な
ど
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
ア
ク

セ
ス
数
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数

の
状
況
を
収
集
し
、
本
町
の

観
光
戦
略
の
材
料
と
し
て
活

用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
日
本
人
は
も
と
よ
り
、
外

国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
て
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
観
光
協
会
、
旅
館
協
同
組

合
、
商
工
会
及
び
町
職
員
で

構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
情
報
発
信
推
進
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
組
織
を
活
用
し
、

S
N
S
や
動
画
配
信
サ
イ
ト

で
の
情
報
発
信
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

な
ど
も
含
む
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
・
働
き
か

け
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熱
海

市
の
ロ
ケ
支
援
事
業
が
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
町
で
こ
の
手

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
人
材
を
確
保
す
る
課

題
等
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

「
観
光
地
再
生
」
の
一
つ
の

成
功
事
例
と
し
て
、
参
考
に

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
設

置
し
た
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
、
メ
デ
ィ
ア
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
取
組
み
へ
の
助
言

や
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、

観
光
立
町
推
進
会
議
で
の
意

見
も
踏
ま
え
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
積
極
的
な
誘
致
や
働
き
か

け
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
１
月
1
9
日
開
催
）

○
案
件

（
１
月
19
日
開
催
）

○
案
件

●
旧
湯
河
原
中
学
校
跡
地
の

土
地
利
用
に
つ
い
て

　
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構（
J
C
H
O
）

か
ら
旧
中
学
校
跡
地
グ
ラ
ウ

ン
ド
部
分
の
土
地
取
得
申
出

書
が
正
式
に
提
出
さ
れ
て
か

ら
の
協
議
内
容
、
不
動
産
鑑

定
価
格
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
審
議
し
ま
し
た
。

○
報
告
事
項

●
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課

限
度
額
等
の
引
上
げ
に
つ
い

て
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
、
町
で
は
賦

課
限
度
額
の
引
上
げ
と
軽
減

適
用
の
範
囲
を
拡
大
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

（
２
月
18
日
開
催
）

○
主
な
案
件

●
湯
河
原
町
地
域
防
災
計
画

の
改
定
に
つ
い
て

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

及
び
神
奈
川
県
地
震
被
害
想

定
の
見
直
し
を
受
け
、
修
正

を
行
っ
た
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
改
定
概
要
の
説
明
を

受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

●
地
方
創
生
に
係
る
国
の
加

速
化
交
付
金
へ
の
申
請
事
業

に
つ
い
て

　
本
町
の
総
合
戦
略
プ
ラ
ン

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
業
の

中
か
ら
18
の
事
業
を
抽
出
し
、

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

申
請
し
て
い
る
こ
と
の
説
明

を
受
け
、
審
議
し
ま
し
た
。

●
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
に
つ
い
て

　
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
年

金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
の
支
給
対
象
者
・
支

給
額
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
・
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
に
つ
い

て○
主
な
報
告
事
項

●
旧
湯
河
原
中
学
校
跡
地
の

土
地
利
用
に
つ
い
て

　
町
と
J
C
H
O
で
協
議
し

て
き
た
内
容
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
２
月
中
に
双
方
の
合

意
が
整
い
し
だ
い
仮
契
約
を

締
結
し
、
そ
の
後
の
手
続
き

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
湯
河
原
町
公
共
交
通
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
に
つ
い
て

　
路
線
バ
ス
等
が
運
行
さ
れ

て
い
な
い
地
域
を
対
象
に
無

作
為
抽
出
に
よ
り
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か

ら
、
今
後
の
湯
河
原
町
に
お

け
る
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
導
入
を
検
討
し

て
き
た
中
学
校
給
食
に
つ
い

て
、
2
度
に
渡
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
や
数
々
の
協
議
等

を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
総
合

委
員
会
だ
よ
り

総
務
文
教
・
福
祉

　
　
常
任
委
員
会

ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家から有権者への寄附　は受け取らない！



教
育
会
議
に
お
い
て
、
い
ま

す
ぐ
の
給
食
導
入
は
す
べ
き

で
は
な
い
と
の
結
論
に
至
っ

た
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

（
２
月
16
日
開
催
）

○
主
な
案
件

●
福
浦
漁
港
再
整
備
事
業
に

つ
い
て

　
港
内
の
埋
め
立
て
に
関
し

同
意
が
得
ら
れ
ず
、
事
業
を

中
止
し
、
精
算
す
る
こ
と
の

説
明
を
受
け
、
審
議
し
ま
し

た
。

○
主
な
報
告
事
項

●
布
類
の
拠
点
回
収
（
案
）

に
つ
い
て

　
現
在
可
燃
ご
み
と
し
て
焼

却
処
分
し
て
い
る
布
類
に
つ

い
て
、
資
源
の
再
利
用
と
ご

み
の
減
量
化
を
目
的
に
平
成

28
年
４
月
か
ら
拠
点
回
収
を

実
施
す
る
予
定
と
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

●
上
下
水
道
料
金
の
徴
収
一

元
化
の
検
討
に
つ
い
て

　

町
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
事
務
の
簡
素
化
並
び

に
下
水
道
使
用
料
の
収
納
率

向
上
の
た
め
、
上
下
水
道
料

金
の
徴
収
一
元
化
の
検
討
に

着
手
し
た
と
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。（

２
月
29
日
開
催
）

　

湯
河
原
町
と
真
鶴
町
で
推

進
し
て
い
る
広
域
行
政
事
業

に
つ
い
て
、
水
道
広
域
専
門

部
会
の
審
議
内
容
の
報
告
を

受
け
、
今
後
、
水
道
事
業
の

広
域
化
に
向
け
協
定
を
締
結

し
事
務
事
業
の
共
通
化
及
び

施
設
管
理
の
協
議
検
討
を
進

め
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
、

審
議
し
ま
し
た
。

（
３
月
16
日
開
催
）

　

平
成
27
年
度
１
月
末
現
在

の
町
税
等
収
納
状
況
、
滞
納

繰
越
分
の
状
況
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
、
差
押
処
分
な
ど

の
今
後
の
具
体
的
な
徴
収
対

策
の
強
化
方
法
等
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら

導
入
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
収
納

と
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
に
つ
い

て
４
月
〜
１
月
分
の
科
目
別

の
利
用
状
況
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

環
境
・
観
光
産
業

常
任
委
員
会

広
域
行
政　
　
　

　
　
特
別
委
員
会

町
税
等
徴
収
対
策

強
化
特
別
委
員
会

介護保険
事　　業
特別会計
（第４号）

補正予算が決まりました

職員人件費の増額
まちづくり基金積立金の増額
国民健康保険事業特別会計繰出金の増額
福浦漁港再整備事業費の減額
道路新設改良事業費の減額
津波避難タワー整備事業費の増額　など

後期高齢者支援金の減額
介護納付金の減額　など

公共下水道管渠整備事業費の減額
浄水センター建設事業費の減額　など

介護サービス等給付費の減額
介護予防サービス等給付費の減額　など

介護予防サービス計画作成委託料の増額
予備費の減額

後期高齢者医療広域連合納付金の減額

一般会計（第５号）
（7,269万3,000円の増額）

国民健康保険事業特別会計（第３号）
（6,400万7,000円の増額） 

下水道事業特別会計（第２号）
（１億84万1,000円の減額） 

 　≪保険事業勘定≫
　　　　　（7,936万1,000円の減額） 
　　　　
 　≪介護サービス事業勘定≫
　　　　　（増減なし） 

後期高齢者医療特別会計（第２号）
（356万5,000円の減額）

【平成28年３月定例会】【平成27年度】
会計名・補正額 概　　　　　　　要

国の補正予算による地方創生加速化交付金の交付に伴う交付対象
事業費の増額　など

一般会計（第６号）
（5,420万4,000円の増額）

【平成28年４月臨時会】【平成27年度】
会計名・補正額 概　　　　　　　要

国の交付金対象事業費の減額　など一般会計（第１号）
（増減なし）

【平成28年４月臨時会】【平成28年度】
会計名・補正額 概　　　　　　　要

No.98 平成28年6月



※除斥：本人に関する議案のため、採決に加わることができません。

審議した議案と各議員の賛否 
(平成28年3月定例会)

（平成28年４月臨時会）

○は賛成、×は反対を表しています。

議
案
番
号

議　員　名
議 　案　 名

1
2
3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

審
議
結
果

松
野
　
満

土
屋
誠
一

原
田
　
洋

室
伏
寿
美
夫

露
木
寿
雄

石
井
　
温

丸
山
孝
夫

佐
藤
　
恵

善
本
真
人

村
瀬
公
大

山
本
俊
明
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

採
決
日
2/15
2/15
2/15

2/15

2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
2/15
3/2
3/2
3/2
3/2
3/2
3/2
3/2
3/2
3/2
3/2
3/2

2/15

ゆがわら２０１１プラン（湯河原町新総合計画）後期基本計画について
機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
湯河原町職員の降給に関する条例の制定について
湯河原町特別会計条例の一部改正について
湯河原町職員の給与に関する条例等の一部改正について
湯河原町常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について
湯河原町非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
湯河原町臨時的任用職員及び非常勤職員の給与に関する条例の一部改正について
湯河原町非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について
湯河原町特定滞納者に対する特別措置に関する条例の一部改正について
湯河原町国民健康保険条例の一部改正について
湯河原町都市公園条例の一部改正について
湯河原町民グラウンド条例の一部改正について
湯河原町火災予防条例の一部改正について
平成27年度湯河原町一般会計補正予算（第５号）
平成27年度湯河原町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
平成27年度湯河原町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成27年度湯河原町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
平成27年度湯河原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成28年度湯河原町一般会計予算
平成28年度湯河原町国民健康保険事業特別会計予算
平成28年度湯河原町下水道事業特別会計予算
平成28年度湯河原町介護保険事業特別会計予算
平成28年度湯河原町後期高齢者医療特別会計予算
平成28年度湯河原町水道事業会計予算
平成28年度湯河原町温泉事業会計予算
町道路線の認定について（吉浜218号線）
湯河原町と神奈川県との間における行政不服審査会の事務の委託に関する規約について
湯河原町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について
不動産の処分について
湯河原町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
の一部改正について

議
案
番
号

議　員　名
議 　案　 名

33
34
35
36～45

審
議
結
果

松
野
　
満

原
田
　
洋

室
伏
重
孝

露
木
寿
雄

石
井
　
温

村
瀬
公
大

山
本
俊
明

室
伏
寿
美
夫

佐
藤
　
恵

善
本
真
人

石
倉
幸
久

松
井
一
寿

並
木
ま
り
子

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認
可決
同意
同意

採
決
日

4/6
4/6
4/6
4/6

専決処分の承認について（平成27年度湯河原町一般会計補正
予算（第６号））
平成28年度湯河原町一般会計補正予算（第１号）

湯河原町監査委員の選任について

湯河原町農業委員会委員の任命について
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◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

当選議員14人を紹介します

“新しい議会の顔ぶれ”“新しい議会の顔ぶれ”
３月13日執行の湯河原町議会議員選挙により、新しい議員が決まりました。
任期は平成28年４月１日から平成32年３月31日の４年間になります。

平成28年４月６日現在

①住所
②当選回数
③年齢
④連絡先
⑤所属政党
⑥職業
⑦所属委員会等

議席
１番

なみ き               こ

並木まり子
①吉浜95番地の１
②１回
③64歳
④62－6606
⑤日本共産党
⑥無職
⑦総務文教・福祉常任委員会
　議会だより編集委員会
　町税等徴収対策強化特別委員会

議席
４番

よしもと      まさ と

善本　真人
①鍛冶屋593番地の158
②２回
③60歳
④62－7870
⑤公明党
⑥鍼・灸・マッサージ師
⑦環境・観光産業常任委員会副委員長
　広域行政特別委員会
　町税等徴収対策強化特別委員会委員長

議席
２番

まつ  い        かずとし

松井　一寿
①宮下43番地の７
②１回
③27歳
④62－3025
⑤無所属
⑥会社役員
⑦環境・観光産業常任委員会
　議会だより編集委員会
　町税等徴収対策強化特別委員会

議席
５番

 さ  とう          めぐみ

佐藤　　恵
①鍛冶屋865番地の１
②３回
③66歳
④63－5625
⑤公明党
⑥無職
⑦議会運営委員会
　総務文教・福祉常任委員会委員長
　議会だより編集委員会副委員長
　町税等徴収対策強化特別委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員

議席
３番

いしくら　　ゆきひさ

石倉　幸久
①宮上229番地の７
②１回
③63歳
④62－2685
⑤無所属
⑥会社社長
⑦総務文教・福祉常任委員会
　広域行政特別委員会
　議会だより編集委員会

議席
６番

むろふし  す　み　お

室伏寿美夫
①宮上718番地の51
②２回
③29歳
④62－4542
⑤無所属
⑥会社員
⑦議会運営委員会副委員長
　総務文教・福祉常任委員会
　広域行政特別委員会
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議席
８番

むら せ        こうだい

村瀬　公大
①土肥一丁目６番地の１
②４回
③35歳
④27－3044
⑤無所属
⑥会社員
⑦議会運営委員会
　環境・観光産業常任委員会委員長
　議会だより編集委員会委員長
　町税等徴収対策強化特別委員会副委員長

議席
12番

はら だ             ひろし

原田　　洋
①土肥四丁目１番地の23
②６回
③80歳
④63－3400
⑤無所属
⑥会社社長
⑦副議長
　議会運営委員会
　環境・観光産業常任委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員

議席
７番

やまもと      としあき

山本　俊明
①吉浜1062番地
②３回
③36歳
④62－4318
⑤無所属
⑥時計修理業
⑦議会運営委員会
　環境・観光産業常任委員会
　広域行政特別委員会委員長

議席
11番

むろふし      しげたか

室伏　重孝
①宮下466番地の２
②５回
③61歳
④62－4088
⑤無所属
⑥農業
⑦議会運営委員会委員長
　環境・観光産業常任委員会
　広域行政特別委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員

議席
９番

いし い            あつむ

石井　　温
①宮上760番地の137
②２回
③57歳
④63－9260
⑤無所属
⑥自営業
⑦総務文教・福祉常任委員会
　広域行政特別委員会
　議会だより編集委員会
　町税等徴収対策強化特別委員会

議席
13番

まつ の            みつる

松野　　満
①吉浜1232番地の１
②10回
③68歳
④62－3544
⑤無所属
⑥農業
⑦環境・観光産業常任委員会
　広域行政特別委員会副委員長
　湯河原町真鶴町衛生組合議員

議席
10番

つゆ き        とし  お

露木　寿雄
①中央一丁目６番地９
②４回
③65歳
④63－3935
⑤無所属
⑥飲食店経営
⑦議会運営委員会
　総務文教・福祉常任委員会副委員長
　町税等徴収対策強化特別委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員
　湯河原町監査委員

議席
14番

つち  や       せいいち

土屋　誠一
①城堀74番地
②６回
③67歳
④62－5630
⑤無所属
⑥農業
⑦議長
　総務文教・福祉常任委員会
　湯河原町真鶴町衛生組合議員
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平成27年６月27日　文化福祉会館で開催した議会報告会の様子
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本
会
議
及
び
常
任
・
特
別
委
員
会
は
、傍
聴
が
で
き

ま
す
。

（
本
会
議
の
傍
聴
は
、
先
着
20
名
、
委
員
会
の
傍
聴
は
、

先
着
６
名
で
す
。）

【
受
付
】開
催
日
の
午
前
９
時
か
ら

【
場
所
】第
１
庁
舎
２
階　

議
会
事
務
局

６
月
議
会
日
程

６
月
９
日
㈭　

午
前　

本
会
議（
一
般
質
問
等
）

　
　

10
日
㈮　

午
前　

本
会
議（
条
例
・
補
正
予
算
等
）

　
　

14
日
㈫　

午
前　

環
境
・
観
光
産
業
常
任
委
員
会

　
　

16
日
㈭　

午
前　

総
務
文
教
・
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

20
日
㈪　

午
前　

本
会
議（
委
員
長
報
告
等
）

【
午
前
は
10
時
、午
後
は
１
時
の
予
定
で
す
。】

傍

聴

の

ご

案

内

 

湯
河
原
町
議
会
基
本
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
湯
河
原
町
議
会
が
主
催

し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

①
議
会
の
活
動
状
況
（
主
な
議
案
の

審
議
の
経
過
）

②
新
年
度
予
算
の
主
な
事
業

③
町
政
の
重
要
課
題

な
ど
の
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

私
た
ち
町
議
会
議
員
が
直
接
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
意
見
交
換
を

行
う
も
の
で
す
。

 

私
た
ち
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お

聴
き
し
、
町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
議
と
は
、私
た
ち
町
議
会
議
員
と
町
内

で
活
動
し
て
い
る
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
な
ど
が
、

町
政
に
関
す
る
こ
と
、議
会
活
動
へ
の
意
見・要
望

及
び
提
言
な
ど
に
つ
い
て
、幅
広
く
、自
由
に
意
見

交
換
を
行
う
場
で
す
。

　
議
長
に
開
催
の
お
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、議

長
の
諮
問
機
関
で
あ
り
ま
す「
議
会
運
営
委
員

会
」に
お
い
て
、開
催
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か

を
協
議
し
、開
催
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、お
申
込
み
に
当
た
っ
て
は
、日
程
の
調
整

や
会
場
の
都
合
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
号
か
ら
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
委
員
を
一
新
い

た
し
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
湯
河
原
町
議
会
議
員
選

挙
で
は
、
投
票
率
が
56
・
97
%
と
い
う
過
去
最
低
だ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、さ
ら
に
正
確
で
分
か
り
や
す
く
、そ
し
て

町
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
の
活
動
へ
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、委
員
一
同
、新
た
な
気
持
ち
で
編
集
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　　
　
　
　
（
村
瀬　

公
大　

記
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

村
瀬　

公
大

　

副
委
員
長　
　

佐
藤　
　

恵

　

委　
　

員　
　

並
木
ま
り
子　

松
井　

一
寿

　
　
　
　
　
　
　

石
倉　

幸
久　

石
井　
　

温

議
会
報
告
会
と
は…

一
般
会
議
と
は…

議会報告会を開催します
テーマ：「平成28年度予算の審議内容について」

「今後の主要事業について」　

一
般
会
議

平成27年10月29日
湯河原温泉旅館協同組合等との一般会議の様子

日時　平成28年6月24日㈮　午後７時から
会場　保健センター 2階 集団指導室

　
議
会
報
告
会
の
様
子
は
次
回
の

議
会
だ
よ
り
（
９
月
発
行
予
定
）

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
湯
河
原
町
議
会
で
は
、町
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て
議
会
報
告
会
の
ほ
か
に
も

一
般
会
議
の
お
申
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。


